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論文内容の要旨及び審査結果の要旨 
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Surgical Systemを使用し，直径 8mmの人工血管を 5-0 proleneの両端針による連続縫合により端々吻合
を行った．吻合は各人において合計 5回ずつ行った．吻合時間，action数，visual score，leakageの 4
項目を検討した．吻合操作中に prolene 糸が切れた場合には吻合の失敗として記録した．吻合の失敗は C
群のみに認められた（3／15 吻合；20％，p＜0.0001）．1 回目と 5 回目の trial で比較すると，吻合時間
においては全ての群で有意差があり, action 数においても A 群と C 群において有意差があり，learning 
curveが得られた．1回目と 5回目の trialで visual scoreと leakageを検討すると，全ての群で learning 
curve は得られなかった．各群での 1 trial における平均の visual score と leakage に関して 3 群間で
有意差はなく（visual score；p＝0.10，leakage；p＝0.45），吻合の精度に関して全ての群で同一であ
った． 内鏡視下での血管吻合において da Vinci Surgical Systemを使用することで，開腹手術に熟練し
た術者も，外科的経験がほとんどない術者でも，短期間の修練により顕著な改善を得ることが可能であっ
た．正確で微細な血管吻合技術を比較的短時間で習熟することが可能となる点で，da Vinci Surgical System
は有用な deviceであると考えられた．  
本研究は，腹部大動脈瘤に対する内視鏡下手術を新たに導入し標準化していく過程において，ロボットの
使用が非常に有用である可能性を示した価値ある研究であることから，医学博士の学位論文に値するもの
であると評価された． 
